






























































































































 なお、日本では、村尾（1995）は「調子外れ」の語を用いており、海外でも、「poor pitch singing （Roberts & Davies 1975）」




2 題は「同じくらい」、 2 題は「高い」と答えたり、内
的フィードバックができなかった。音高弁別について
も、ピアノの単音と同時に、SV が同音、もしくは異な
















のは今回が初めてである。声域は D 2 から D 5 。
3 ）ピアサポーターＮについて
中学生の時から自分自身を「音痴」だと思っていた。











も断わるなどし、SV の指導を受ける前は 1 度しか行っ
たことがなかったが、指導終了後は月に 1 、 2 回行く
ようになる。声域は、D 2 から G 4 （約 1 年半前、SV
の指導を受ける前は、D 2 から E 4 ）。
2.2　指導期間と指導形態




の指導に対して SV が指導する（指導形態②）、SV は
同席せず、ピアサポーターＭ・ＮがＵに指導する（指
導形態③）という 3 つの指導形態で行われた（図 1 参




























































































コーダ （ーSONY: TCD-D100）とポータブル MD レコー
ダ （ーSONY: MZ-R90）に録音した。指導形態③につい












第 1 回～第 6 回　　　　　　　　　　　











第 2 回、C 4 から G 4 までの音をピアノで順次進行
でＵ自ら弾き、声によるピッチマッチを行う。C 4 の
ピアノの音に対して、B ♭ 3 を発声したにもかかわら
ず「合っている気がする」と言う。また D 4 のピアノ














は、声によるピッチマッチで、Ｕの発声する G 3 の音高










（200X 年 4 月14日～ 5月18日）
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内的フィードバックができるための歌唱指導におけるピアサポーターの成長
